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kanazaWAZA研究所
放置竹林で行うサスティナアート
「TAKETOKI」体験ツアー

金沢市内の放置竹林を活用して、竹材アート制作から展示、そして炭化して地球に還
元するまでを行うプロジェクト“サスティナアート「TAKETOKI」”このアート活動と
放置竹林整備を同時に行うプロジェクト“サスティナアート「TAKETOKI」”を体験プ
ログラムとしてツアー化。これにより市民や来訪者など、より多くの人々に気軽に体
感してもらうことで「アートと文化のまち金沢」らしいSDGs 達成へ向けた未来を創
造する環境クリエイター」が生まれるきっかけを作り、放置された竹林整備を同時に
行える新しい形のサスティナブル活動としての全国的な取り組みのモデルケースとな
ることを目的とします。

一般社団法人金沢レイン
ボープライド

金沢LGBTQ+フレンドリー・ツーリズム
LGBTQ+コミュニティと観光産業との産
民学協働による商品・サービスのモデル
開発・発信事業
～金沢レインボー応援宣言（仮称）の
キックオフ～

人口の約8.9%存在するというLGBTQ+、その家族・友人、周囲の支援者（アライ）
が、金沢のまちを訪れ、心地よく安心して過ごせるように、TouristWell-being（ツー
リスト・ウェルビーイング）を実現する商品・サービス・メディアを、ワークショッ
プやモニター体験を通してモデル的に開発し、広く情報発信する。市内の様々な個別
事業者・協会・商店会等（産）、日本全国で活躍するLGBTQ+コミュニティの団体・
個人（民）、社会調査アプローチの専門家（学）の協働により、幅広い層に向けて意
識啓発と参画に向けたモチベーション喚起を行う。

協同組合兼六園観光協会
兼六園SDGsツーリズム推進プロジェク
ト

兼六園を単なる観光の場から、SDGs を体験するフィールドとして積極的に活用する
ことにより、持続可能な文化・自然資源としての認知と評価を高める。しいては社会
におけるSDGs の推進に寄与する。１ ，「兼六園SDGs ツアー」の造成 ① 兼六園に
おけるSDGs の調査② 兼六園SDGs テキストの作成③ SDGs ツアーシナリオの作成④
兼六園SDGs ガイドの登録（分野別スペシャルガイドの確保、既存ガイドへのSDGs
研修と育成）⑤ テストツアーの実施⑥ web サイト「兼六園めぐり」内での専用ペー
ジの作成
２．SDGs の理解を深める研修会の実施
①兼六園茶店に向けた研修会

TABITAIKENネット
金沢・能登の里山をいかすSDGs 香りプ
ロジェクト

①和紙を活用したお香
里山の維持管理の際にこれまで放置していた香料植物を活用し、またそれを活用した
商品を生産している事業者と連携し、金沢や能登を産地とする楮和紙とを組み合わ
せ、手軽に生活に取り入れられるお香を開発する。ユーザーテストなどを行い消費者
の意見を取り入れ魅力が伝わるパッケージやリーフレットを制作する。軽量化した商
品を開発することで、購入のハードルを下げ、県内外への発送もしやすくなる。
②香料植物から蒸留芳香水づくり体験プログラム
天候に左右されない室内で体験できるプログラムの開発を行う。
地域に生息するクロモジ等の香りが良く効用のある樹木を用いる。簡易水蒸気蒸留器
を使って芳香水づくりを体験できるようにする。
③これらの活動を紹介するWebサイトを開設する。

株式会社できる SDGs 里山田んぼカフェ

金沢市の中心からわずか２０分の立地（牧山町）を活かし、地域のゆるやかな世代交
代をうながすために、SDGs体験、サスティナブルツーリズム、コミニティツーリズム
を通じて、関係人口を増やし、地域へのファン化、移住、定住に向けての地域教育を
おこなう。地域の農作物を食べる。知る。ファンになる。そして購入することのでき
るカフェ施設をつくる。自然と調和・対話を体験できる。いろんな世代がワクワクす
る場をつくる。牧山町の農地と山を食育と環境教育の舞台のためのカフェ施設をつく
る。行政、観光業者、ホテル事業、ステークホルダー向けの SDGs体験ワークショッ
プのモニター体験会の実施

株式会社トラベルアイ
からだにやさしい、地域にやさしい、
地球にやさしい焼き菓子屋さん

〇焼き菓子の製造
・お下がりものである果物や野菜、石川県産の米粉や国産の材料を使用したマ
フィン・クッキー・パウンドケーキなどの焼き菓子を当社で製造いたします。
〇焼き菓子の販売
・当社カウンター及び寺町寺院群のお寺で焼き菓子を販売します。
・焼き菓子のフードロスを防止するため、予約販売制も導入いたします。
・焼き菓子の包装については、①紙袋の導入②お持ち帰り容器の持参をお願い
することで脱プラスチックに取り組みます。
〇コンセプト
乳製品や卵、白砂糖を使わない（＝ヴィーガン）ことで、からだにやさしく、
石川県産の米粉や国産の材料を使用することで、地域にやさしく、
お下がりものである果物や野菜を使用することでフードロスを削減し、脱プラス
チックへ取り組むことで、地球にやさしい。
からだにやさしい、地域にやさしい、地球にやさしい。
私たちは、そんな焼き菓子とともに、フードロスに関する認知や意識を高める
機会を提供し、SDGs のさらなる普及・推進に取り組んでまいります。

（五十音順）


